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(a)息を吐く前 (b)息を吐いた後 (c)差分画像 
図 1 マスクからの空気漏れによって変化する温度分布 
   
(a)煙濃度と輝度の関係 (b)煙の奥行と輝度の関係 

























𝑑𝑘(𝑥, 𝑦, 𝑧)をボクセルへ逆投影する。煙濃度𝑑𝑘(𝑥, 𝑦, 𝑧)は次
の式で求める。 
 














表 1 体積と煙量の推定結果 
No. 体積 (mL) 相対的煙量(%) 
1 8.78×103 99.5 
2 8.62×103 98.8 
3 6.52×103 79.0 
4 4.38×103 62.0 












































( 𝐹diff(𝑥, 𝑦) ≥ 𝑡2, 
𝐼1(𝑥, 𝑦) ≥ 𝑡3, 
𝐼2(𝑥, 𝑦) ≥ 𝑡3, 
𝑥min ≤ 𝑥 ≤ 𝑥max, 
























(a)入力画像𝐼1 (b)入力画像𝐼2 (c)2値画像𝐹bin 
(d)マスク領域𝑅1 (e)温度変化領域𝑅2 (f)差分画像𝐹diff2 
図 3 温度変化抽出処理画像 
 
図 4 空気漏れの推定量と顔温度変化の関係 
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